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 プラトンに継承されたピュタゴラスの「天球の音楽」の概念は、ローマ時代になってキケロ

（B.C.106-43）の「スキピオの夢」として復活します。 

 

●スキピオの夢 

-- 

 ピュタゴラスはキケロの作品の多くに登場する。（省略）キケロの言葉が最もピュタゴラス派ら

しく（そしてプラトンのようにも）聞こえるのは、彼の「スキピオの夢」のなかだ。「スキピオの

夢」はキケロの『国家について』の最後にあり、キケロはプラトンの『国家』の最後に揚げられ

た「エルの物語」を手本とし、見事な対比を形作っている。キケロの「夢」は、音楽や学習、才

能、神聖な学問への傾倒を通して存在の至高の次元と永遠に再合一できた人たちのみ近づくこと

のできる領域へと、彼を導く。[1] 

-- 

 

「スキピオの夢」は小スキピオ（B.C.185-129）が、夢に現れた祖父大スキピオ（B.C.236-183）

から壮大な宇宙論と人生訓の話を聞くという形で、プラトンが「国家」のなかで自身の思想をソ

クラテスの対話として語った内容に影響を受け、キケロが小スキピオの夢の中での対話として再

構築した。 

 

『天界の描写や魂の不死などが説かれていて、もっとも荘厳なものといわれている。要するに、

国家のため骨折った政治家の報酬や価値について議論され、けっきょく彼らは死後も報いを受け

るという考えがもとになっている。』[2]編者解説 

 

-- 

「おや？これは何の音ですか。私の耳いっぱいに聞こえている、これほど大きな、しかも、これ

ほど麗しい音は？」 

祖父は答えました。「これこそ、あの古来名高い音であるぞ。これを内部から割り分けているいく

つもの隔ての間は、等しくないとはいえ、一定の比に従うきまり正しい差異を持つ。この音の主

は星々の輪、これらが押し寄りつつ動いていくことによって、この音は作り出され、かくして、

高い音が低い音といろいろに混ぜ調えられて、ここにおのずと作り出されてくるのが、その音色
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-- 

 ところが、さきほどから申している響きは、まことに強大。これは、全宇宙の急激きわまる回

りによる轟きであるため、人間どもの耳では、とうてい、聞くこともできぬほど。それはちょう

ど、太陽をまともに見つめる能力を、おまえらは持たず、その放つ光に、おまえらの瞳の、さだ

かに認め分けようとする力が、凌ぎ挫かれるありさまに似ている。[2] 

-- 

 

●ジェットストリーム 

-- 

遠い地平線が消えて、ふかぶかとした夜の闇に心を休める時、 

はるか雲海の上を音もなく流れ去る気流は、たゆみない宇宙の営みを告げています。 

・・・ 

きらめく星座の物語も聞こえてくる夜の静寂の、何と饒舌なことでしょうか。 

・・・ 

-- 

 

 FM 東京の深夜放送のはじまりの詩、この「夜の静寂の、何と饒舌」こそ昼間の雑踏では聞こ

えないピュタゴラスの音楽です。 

 

以下次回… 
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